
1 年探究科学科 科学探訪 

 

令和 5年 3月 14日（火）～16日（木）、探究科学科１年生が科学探訪に行ってきました。 

平成 30年度（平成 31年 3月）以来、4年ぶりの東京での実施となりました。 

 

【１日目】 

8時 10分に新高岡駅に集合し、新幹線で上野駅へ。 

上野公園から徒歩で東京大学本郷キャンパスへ移動し、本 

校 OBである大学院医学系研究室の先生の講義を聴きまし 

た。その後本校卒業生に引率してもらい、総合図書館や先輩

の研究室、安田講堂や赤門などを、説明を聞きながら見学し

ました。 

 

 

夕食後は、卒業生を招いて懇談会を行いました。 

生徒 5～8 名に対して先輩１名という小グループで、

大学での研究内容やサークル活動、高校時代の勉強法

や志望校決定など様々なことについて質問をし、アド

バイスをもらいました。先輩方の熱のこもったお話に、

引き込まれました。 

 

 

 

【２日目】 

終日班別行動。財務省や文部科学省、国会議事堂、警視庁と 

いった官公庁や、日本科学未来館や古代オリエント博物館、貨 

幣博物館などの博物館、出版社や民間企業の研究所などを、班

の目的に従って訪問し、研修を行いました。 

ホテルに戻って、各班、写真データを取り込み、発表原稿を

考えるなど、発表の準備を行いました。 

夕食後、クラス別で班別行動の報告会を行いました。各班と 

もメンバーと協力し、工夫を凝らした発表を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

東京大学本郷キャンパス内を見学 

報告会の準備をする生徒達 

クラス別の班別 

研修会の様子 

左：１６Ｈ 

右：１７Ｈ 

卒業生との懇談会の様子 



 

【３日目】 

8時に宿泊ホテルを出発し、班ごとに上野公園に移動。 

2年次人文社会学科に進む人は東京国立博物館で、理数科学科に 

進む人は国立科学博物館で、研修を行いました。両博物館ともに、 

博物館の役割や学芸員の仕事についての講義を聞いた後に館内を 

観覧するという、本校独自のプログラムを組んでいただきました。 

「本物」に触れることができた貴重な機会となりました。 

 

 

その後、上野駅から新幹線に乗り 17時 5分新高岡駅に到着し、 

3日間の行程を無事終了しました。 

 

 

 

 

《 生徒の感想 》 

・大学のキャンパスに入ったり大学生と話したりするのは初めての体験だった。講義やキャ

ンパス見学を通して大学の雰囲気を感じることができ、２年後、大学生でありたいと思っ

た。 

・東京大学では生涯学び続ける人と出会い、自分との意識の違いを痛感した。先輩方との懇

談会では、「ガクチカ」という言葉が強く印象に残っている。先輩方は東大に合格するた

めにたくさん努力をした「努力のかたまりの人」だった。自分はこれまで知らず知らずの

うちに妥協してきたことに気付いた。目標に向かって努力し続けられる人になりたい。 

・２日目の班別行動では、農林水産省と東京証券取引所に行った。自分の知らない世界に触

れ、自分の世界が狭かったことを実感した。自分の知識が広がり、これからニュースを見

る目が変わると思った。 

・企業訪問や博物館研修では、社会で働く人々の信念や願いを学んだ。どの人も「誰かのた

めに」や「世の中を良くするために」という共通の思いを持っていて、その姿勢が大切だ

と思った。将来自分のスキルや経験が生かせる場面が必ずあり、今のうちから、自分から

積極的にいろいろなものを吸収したり挑戦したりすることがそれにつながるのだと思っ

た。 

・３日間を通して、改めて東京のすごさを実感した。遠く離れた世界だと思っていたのもが

実際に存在していて感動した。それぞれの活動が自分自身の将来を考えるきっかけにな

り、モチベーションが上がった。これからの生活に生かしたい。 

 

上：東京国立博物館 

下：国立科学博物館 にて 


